
　　　　横内子どもの家運営委員会実施報告書

　出席委員　　 欠席委員氏名
　・伊澤　仁　　・木下　光男　・五味　良次 長岡　津也子（民生委員児童委員協議会）
　・木村　一彦　・野中　由紀子　・牧野　賢治
　・馬場　佳美　・渡邉　麻由美　・山梨　由美
　
　要旨

・事務局（島津課長、宇田川主査、米山主事）
・子どもの家（佐野）

令和７年度 第１回 横内子どもの家運営委員会

1.開会（司会：米山主事）

２.子どもの家運営委員委嘱式
　（島津課長から交付、介添え宇田川主査）

３.あいさつ（島津課長）

４.子どもの家運営委員及び職員等自己紹介

５.子どもの家運営委員について　～　米山主事から「子どもの家条例」など関連事項説明

６.委員長の選出
　　　※改選年度のため、委員長・副委員長を選出する。
　　　　自薦がなく事務局案で決定、委員長に五味横内公民館長、副委員長には
　　　　伊澤横内第２自治会長を選出した。　 

7.議題（五味委員長による進行）

（１）利用状況報告　　資料１－１、１－２、１－３に基づき佐野主事が説明

資料１－１
 開館日数は、３４３日であった。台風接近により臨時休館が４日間あった。
 利用者数は令和５年度よりも月１００人程度多い、１４,８１２人。小学生の利用者が
増え、その他の利用は減った。

資料１－２
 市外からの利用者は前年度より２３％減った。
 デイサービス施設の利用により、左右される。

資料１－３
 令和６年度の４館利用者は全館で増えたが、横内の利用者数は一番少なかった。
 横内では、昨年７月から同一人の利用申込票の記載を午前と午後１回ずつから、
 １日１回に変更した。他館では、来るたびに記載する館や午前午後１回ずつ記載する館
 など、ばらばらであることから、令和７年４月から１日１回に統一した。

⇒ 質問などなし

報告者氏名 佐　野　　勉 実施年月日
令和７年５月１６日（金）
１０時００分～１１時１５分

館　　　　名 横内子どもの家 報告年月日 令和７年５月１８日



　（２）自主事業について　

①令和６年度自主事業報告　資料２－１、２－２に基づき主事が説明
　※自主事業を２回実施した。１０月に「あそびの広場」１２月に横内ジュニアバンドによる
　「クリスマスコンサート」を開催した。
　あそびの広場は、東海大学スポーツ社会貢献プロジェクトに所属する大学生が、進行から
  ゲームの説明などを行い、子どもと一緒に遊び学生と地域の子ども達が明るく楽しく元気に
　交流していた。
　クリスマスコンサートは、横内ジュニアバンドと中学吹奏楽部の有志による演奏会で、
　小学生は風邪で来られない子の分まで担当し、一生懸命演奏していた。
　中学生の演奏は、顧問の先生も加わり音量や音色が違い素晴らしい演奏だった。
　横内の子ども達に、少し早いクリスマスの雰囲気と発表の場を提供することができた。
　もう少し多くの子ども達に見に来てもらえると、なお良かった。

⇒ 質問などなし

②令和７年度自主事業予定　資料３に基づき主事が説明
　※８月下旬に、横内子どもの家としては初の試みとして東海大学生
　（サイエンスコミュニケーター）による「科学マジックショ－」を行いたい。
　他館の様子をみたが、「光の３原則」「真空実験」「空気砲体験」などを行っていた。
　また１０月に、昨年度と同じく東海大学生（スポーツ社会貢献プロジェクト）による
　「あそびの広場」を行いたい。
　令和７年度は、４館全てで同じ自主事業を行うことになる。

⇒ 質問などなし

（３）令和７年度留守家庭児童利用登録状況　資料４に基づき主事が説明
　※本日までに９人が登録し利用している。横内小学校に通い小学校３年生以下で保護者が就労で
　昼間自宅に居られない家庭、閉館までに保護者が子どもの家に向かいに来られる児童が
　利用対象となる。児童の名前がフルネームで載っているので、「取扱注意」でお願いしたい。

　【伊澤委員】留守家庭の募集はいつまでか。
⇒ 今でも募集している。２０名になるまで募集期間となる。
　【伊澤委員】募集の周知方法は学校等で説明しているのか。
⇒ 保護者間の口コミで利用されている。学童保育などもあり、チラシの配布などによる募集は
行っていない。

　【伊澤委員】良い事業であると思っているので、もっと周知したほうが良い。
運営委員がこの制度を広めてもよいのか。

⇒ 問題ない。ぜひお願いしたい。

（４）その他
　【山梨委員】子どもの家に入る時に、公民館の駐車場を通り公民館との間のフェンスを

よじ登っていく子供を見る。フェンスには扉がついているので、開放して
　 出入りさせることはできないか。
⇒ 公民館との間にある扉は、地震などの災害時に、避難所である小学校に避難するために
設置されている。そこから出入りさせるとなると、子どもの家の施設を改修する必要がある。

　【山梨委員】それならば、このままで良いです。

以　上


